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安全 

プローブを正確かつ安全な状態に保つために、このセクションで指定されている注意事項に加えて、一

般的に受け入れられている安全手順に従う必要があります。本製品を組み込んだシステムの全体的な安

全性は、システム設計者の責任となります。 

シンボル 

これらの記号は、プローブとアクセサリ、またはこのマニュアルに表示され、安全上の重要な考慮事

項を警告します。 

 
高電圧による警告。 感電や火傷の危険があります。 

 

プローブの損傷やけがなどの人体への被害を与える可能性があり注意が必要です。人

身傷害や損傷から保護するために付随する情報に従ってください。 条件が完全に理解

され満たされるまで進まないでください 

 
感電、電気火傷、またはアーク放電を引き起こす可能性のある絶縁されていない通電

状態の導体の周辺で使用したり、取り外したりしないでください。 

 
二重絶縁または強化絶縁で保護された機器。 

 
表面が高温になる可能性がある警告。 

注意 事項 

 

怪我や機器の損傷を防ぐために、次の安全上の注意を順守してください。 

 

指定された方法でのみ使用してください。このプローブは、互換性のあるテレダイン・レクロイの機器

でのみ使用することを目的としています。プローブが指定以外の方法で使用されると、保護メカニズム

が損なわれる可能性があります。 

主電源回路の測定にプローブを使用しないでください。 プローブは、主電源に直接接続されていない絶

縁された回路の導体にのみ使用するか、取り外す必要があります 。 

過負荷にしないでください。すべての定格を守ってください。 感電や火災を防ぐため、プローブの定格

を超える電圧または電流を流すワイヤに電流プローブを接続しないでください。 

正しく接続および切断します。 測定対象の回路/導体に接続する前に、プローブをテスト機器に接続し

てください。 

過度に曲げてケーブルを損傷しないでください。 
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通電されている裸の導体にプローブを取り付けたり取り外したりしないでください。変圧器のコアとシ

ールドは接地されていますが絶縁されておらず、ロックレバーが開いているときに導体に接触する可能

性があります。 

測定の際は、絶縁面を傷つけないように注意してください。測定対象の導体にクランプする前に、導体

の絶縁が損傷していないことを確認し、導体をクランプするときに絶縁を損傷しないように注意してく

ださい。絶縁体に損傷を与えると、感電の原因になります。 

記載されている運用環境内の屋内でのみ使用できます。 濡れた雰囲気や爆発性の雰囲気では使用しない

でください。 

プローブのケーシングを取り外さないでください。露出した接続部に触れると感電の恐れがあります。 

製品の表面を清潔で乾燥した状態に保ちます。 

高周波成分を含む電流を測定する場合は、最大入力電流対周波数ディレーティングに準拠してください

。高周波または強い磁場でプローブを使用すると、デバイスが異常に熱くなり、火災、機器の損傷、ま

たは問題を引き起こす可能性があります。 

障害が疑われる状態で操作しないでください。毎回使用する前に、プローブ本体、ケーブルジャケット

、アクセサリなどに裂け目やその他の欠陥などの損傷がないかプローブとアクセサリを検査してくださ

い。部品が損傷している場合は、直ちに操作を中止し、プローブを不注意に使用しないように隔離して

ください。 

注意: 測定する電流の振幅と周波数によっては、センサーヘッドが共振音を発する場合があります。こ

の音は消磁動作中にも発生する可能性がありますが、誤動作(デバイスの故障)を表すものではありませ

ん。 
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製品概要 

T3CP30-50: 30A、50 MHz 

T3CP30-100: 30A、100 MHz 

T3CP50-50: 50A、50 MHz 

T3CP150-12: 150A、12 MHz 

T3CP500-5: 500A、5 MHz 

 

Teledyne test tools の T3CP シリーズ電流プローブは、広帯域、DC/AC アクティブ電流プローブです。

高帯域幅、最大 1%の精度、低回路挿入損失を特長としています。これらのプローブは、ハイインピー

ダンスの BNC 入力を持つオシロスコープで使用できます。 

 

 

主な特徴 

• 正確で簡単に電圧を測定 

• 広い帯域幅 

• ACと DC の両方を測定 

• 過電流アラームとインジケータ 

• デュアルレンジ 

• 低電流測定 

• 消磁およびオートゼロ機能 

• ユーザーによるコントロール 

• 1MΩ の BNC コネクタを持つオシロスコ

ープで使用可能。電源用 ACアダプタ付

属 

アプリケーション 

• スイッチングおよびリニア電源設計 

• 単相および多相インバータ 

• 消費者向け電子機器および家庭用電化製

品 

• 家庭用および産業用太陽光発電(PV)シス

テム 

• 一般的な車両電子機器 

• 電源設計 

• LED 照明 

• 産業用および軍事用制御電子機器 

• 研究開発 

• 大学、一般エレクトロニクスおよび教育 
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各部の名称と説明 

T3CP シリーズは測定対象をクランプするセンサー部と各種の設定を行えるコントロールボックスに分

かています。この他に付属の AC アダプタが付属します。DC 1MΩカップリングの BNC を持つどのオ

シロスコープへも接続できます。 

 

① センサーヘッド 

センサーヘッドは測定対象のケーブルを中に通して電流を測定します。センサーヘッドは、環境温度

、外圧、過度の振動、衝撃の急激な変化によって損傷する可能性があります。プローブの取り扱い

には注意してください。 

② オープニングレバー 

センサーヘッドを開くために使用する操作レバーです。レバーを手前側に引くと、センサーヘッドが

開き、ケーブルを入れることができるようになります。測定対象のケーブルを入れ、センサーヘッ

ドを閉じてオープニングレバーを戻します。更にレバーを押し込むとセンサーヘッドがロック状態

になり電流を測定することができます。 
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③ BNC 信号出力コネクタ 

信号を出力する BNC コネクタです。標準の BNC 同軸ケーブルを使用してオシロスコープに接続で

きます。オシロスコープの入力は 1MΩに設定し、オシロスコープは以下の 9 の表に従ってスケーリ

ングを設定する必要があります。  

④ Overload LED インジケータ 

測定中の電流が最大電流を超えると、赤い LED の点灯 とブザーにより過負荷を警告します。 

⑤ Jaw Unlock インジケータ 

LED が点灯している場合は、センサーヘッドが完全に閉じられていないことを示します。正確な測

定のために、測定中はロック状態にあることを確認してください。 

⑥ Degauss/AutoZero インジケータ 

Degauss/AutoZero イボタンを押すと、LED が緑色になり、消磁後、LED が消灯します。消磁が成功

した後、ブザーは 2 回の短いビープ音を鳴らします。消磁に失敗した場合、ブザーは約 1 秒の長い

ビープ音を鳴らします。以下の 8 も参照してください。 

⑦ レンジ LED インジケータ 

選択したレンジを緑色の LED で示します。  

⑧ Degauss/AutoZero ボタン 

T3CP 電流プローブを頻繁に使用すると、センサーヘッドのコアに残留磁場が発生します。より良い

精度のため測定前に消磁とオートゼロを行うことをお勧めします。Degauss/AutoZero ボタンを押す

と実行されます (約 5 秒程度必要です)。消磁する前に、ケーブルをセンサーヘッドから取り外し、何

も無い状態にしてください。実行の状態は上記の 6 を参照してください。 

⑨ Range ボタン 

測定対象の電流に合うレンジを選択します。プローブとレンジの選択により、オシロスコープのスケ

ーリングを設定する必要があります。次の表を参照してください。 

モデル T3CP30-50 T3CP30-100 T3CP50-50 T3CP150-12 T3CP500-5 

測定 

レンジ 
5A 30A 5A 30A 7.5A 50A 30A 150A 75A 500A 

BNC 出力 1V/A 0.1V/A 1V/A 0.1V/A 1V/A 0.1V/A 0.1V/A 0.01V/A 0.1V/A 0.01V/A 

オシロス

コープの

設定 

×1 ×10 ×1 ×10 ×1 ×10 ×10 ×100 ×10 ×100 

最小電流 1mA 10mA 1mA 10mA 1mA 10mA 10mA 100mA 10mA 100mA 

⑩ 電源接続ソケット 

付属の AC アダプタを T3CP 電流プローブに接続します。 
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AC アダプタは複数の国で使用できるようにコンセントは複数の種類を用意しています。日本用のコ

ンセントを AC アダプタに組み込んで使用してください。 
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測定前の準備 

プローブを使用する前に、安全なプロービングに記載されている準備が行われていることを確認して

ください。 

• 電流プローブ、電源、およびケーブルを調べて、損傷がないことを確認します。電流プローブ、

電源、またはケーブルが損傷している場合は、Teledyne LeCroy サービスセンターに連絡して修

理を手配してください。 

• 電流プローブの出力は内部で終端されます。測定を行うときは、オシロスコープの入力カップリ

ングを DC 1MΩ に設定します。可能であれば事前にオシロスコープのカップリングを GND に設

定し、ゼロ調整します。BNC-BNC ケーブルを使用して、プローブの出力とオシロスコープの入

力を接続します。オシロスコープの入力インピーダンスが 50Ω に設定されている場合、測定デー

タは正しくありません。 

AC アダプタからの電源をプローブに入力して、レンジ選択ボタンを使用して適切な測定レンジを選択

します。 

• センサーヘッドにケーブルがクランプされていないことを確認してください。図に示すように、

プローブのオープニングレバーを LOCKED 位置にスライドさせます。センサーヘッドがしっかり

と閉じていることを確認します。 

 

• 測定を行う前に Degauss/AutoZero ボタンを押してプローブを消磁/オートゼロします。プローブ

はセンサーヘッドのコアを消磁し、出力がゼロ電圧になるように調整します。これはコアが磁化

された場合や電源のオンとオフが切り替わった場合に必要な操作です。またドリフトなどにより

オフセットが発生した場合に使用します。消磁/オートゼロ実行中はセンサーヘッドにケーブルが

無い状態で実行します。消磁/オートゼロのプロセスには数秒かかります。消磁中は、消磁波形が

締まる 

締まる 
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出力され、オシロスコープに表示されます。この波形は、T3CP 電流プローブ内で内部的に生成

した消磁用の信号です。ユーザーにとって有用な意味はありません。 

• 消磁/オートゼロ完了時、T3CP 電流プローブは短いビープ音が 2 回鳴ります。消磁/オートゼロが

失敗した場合、1 秒間ビープ音を 1 回鳴らします。消磁が失敗した場合は、センサーヘッドに

DUT など導体がないことを確認して再試行してください。 

• 測定対象の DUT がセンサーヘッド内にクランプされている間は、消磁/消磁しないでください。

これにより、消磁信号が DUT 導体に誘導されるため、測定対象の回路を損傷する可能性がありま

す。同じ理由で、電源を電流プローブに接続するときに、センサーヘッド内に何も無いことを確

認してください。消磁波形は、T3CP 電流プローブの電源を切り替えるときに生成されます。 

• 測定を行うには、オープニングレバーでセンサーヘッドを開きます。 

• 測定対象のケーブルは電流の方向と次図の矢印の方向が合うようにセットします。 

 

• オープニングレバーが LOCK 位置に来るまでスライドさせます。 

これで測定前の準備が完了です。 
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安全なプロービングのための注意 

このデバイスは、安全基準に準拠するように設計されており、出荷前に安全性について徹底的にテス

トされています。ただし、使用中の取り扱いを誤ると、怪我や死亡、デバイスの損傷につながる可能

性があります。使用前にマニュアルの指示と注意事項を確実に理解してください。当社は、デバイス

の欠陥に直接起因しない事故または怪我について一切の責任を負いません。 

短絡や生命を脅かす可能性のある危険を回避するために、次の警告と注意事項に従ってください。 

• 最大定格を超える回路にクランプしないでください。 

• 絶縁体の被覆で覆われていない裸線にクランプしないでください。 

• 測定中はセンサーヘッドや測定対象の導体に触れないでください。 

• 測定中は測定対象の導体を覆っている絶縁体を損傷しないように注意してください。 

• このデバイスの出力 BNC コネクタに接続されているオシロスコープが、二重絶縁構造の保護接地

で装備されていることを確認してください。 

• T3CP 電流プローブを濡らしたり、濡れた手で測定したりしないでください。感電の原因になり

ます。 

•  プローブに接続されている測定器(通常はオシロスコープ)の電気的安全性に関するすべての警告

と注意事項を読み、遵守してください。 

• 直射日光、高温多湿、結露にさらされる可能性のある場所にプローブを保管または使用しないで

ください。このような状況では、プローブが 損傷 や絶縁が劣化して仕様を満たさなくなる可能性

があります。 

• プローブを初めて使用する前に、プローブが正常に動作していることを確認して、保管中または

輸送中に損傷が発生していないことを確認してください。損傷を見つけた場合は、 販売店または

テレダイン・レクロイの担当者に連絡してください。 

• このデバイスは、防水または防塵になるようには設計されていません。損傷を防ぐため、濡れた

環境やほこりの多い環境では使用しないでください。 

• センサーヘッドはフェライトコア、ホール素子などを含む精密アセンブリです。急激な温度変化

や機械的ひずみ、衝撃により破損する恐れがありますので、取り扱いには細心の注意を払う必要

があります。T3CP プローブは、輸送中および取り扱い中の振動や衝撃から保護することにより

T3CP プローブの損傷を回避してください。また落下しないように特に注意してください。 

• センサーヘッドは隙間なく合わさるように精密に作られているため、注意して取り扱う必要があ

ります。この表面に傷が付いている場合、測定結果に影響がある可能性があります。 

• センサーヘッドにホコリなどの異物があると共振が発生する可能があります。柔らかい布でやさ

しく拭いて清潔に保ってください。 
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• センサーケーブルと電源ケーブルの損傷を防ぐため、ケーブルを 曲げたり引っ張ったりしないで

ください。 

• 電源が入っているときは、測定対象をクランプする場合を除き、センサーヘッドは閉じたままに

しておくことをお勧めします。スライド先端のコア表面が開いている間に傷がつく可能性があり

ます。 

• 10kHz 以上の周波数で電流が流れている導体の近くにセンサーヘッドを置かないでください。近

くの導体に電流が流れると、センサーヘッドの温度が上昇してセンサーが損傷する可能性があり

ます。たとえば、往復する導体の一方をクランプし、もう一方の側もセンサーヘッドの近くに配

置した場合、クランプしている側の導体の電流が最大電流よりも低くても、両方の導体の電流が

ワイヤを加熱し、T3CP プローブの温度を上昇させます。センサーが損傷する可能性があります

。 

• 最大入力範囲(連続波)は、測定中に内部で発生する熱に基づいて決められています。仕様のレベ

ルを超える電流は絶対に入力しないでください。定格レベルを超えると、プローブが損傷する可

能性があります。 

• 最大入力範囲(連続波)は、測定する電流の周波数によって異なります。最大入力範囲(連続波)のグ

ラフを参照してください。 

• 過度に大きな電流が入力されると発生した熱により内蔵の安全機能が作動し、出力が遮断されま

す。遮断した場合は速やかに入力を取り外してください(測定対象の導体からセンサーを取り外す

か、入力電流をゼロに減らしてください)。センサーが冷却されるのに十分な時間を待ってから、

動作を再開してください。 

• 入力電流が最大入力範囲(連続波)を超えない場合でも、長時間連続入力すると、  センサーの加熱

による損傷を防ぐために安全機能が作動する場合があります。 

• 周囲温度が高い場合、安全機能が最大入力範囲(連続波)を下回るレベルでもアクティブになる場

合があります。 

• 最大入力範囲(連続波)を超える電流を連続して入力したり、安全機能を繰り返し作動させたりす

ると、プローブが損傷する可能性があります。 

• プローブは最大入力範囲(連続波)の定格があります。最大入力範囲(連続波)内でプローブを使用し

てください。最大ピーク入力は、単発の過渡現象を想定した仕様です。そのパルス幅は 10μs 以

下である必要があります。 

• 連続して測定する場合、 周囲温度やプローブ温度などの要因によってドリフトが発生し、出力に

オフセットが乗っている状態になる可能性があることに注意する必要があります。 

• 測定された電流周波数によっては共振によって音が発生する場合がありますが、この共振は測定

に影響を与えません。 

• 測定するときは、LOCK されるまでレバーを押し、センサーヘッドが正しく閉じていることを確

認してください。センサーヘッドが適切に閉じられていない場合、不正確な測定が行われます。 
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•  変圧器や大電流導体などの強い外部磁場にさらされる場所、または無線伝送機器などの強い外部

電界または磁場にさらされる場所では、正確な測定が不可能な場合があります。 



 

12 

 

操作方法 

• 測定された電流がプローブの最大入力範囲(連続波)を超えていないことを確認してください。最

大電流がプローブの最大入力範囲(連続波)を超えると、磁気コアが飽和し、測定結果が不正確に

なります。またコアが磁化している可能性があるため一度 T3CP プローブの消磁/オートゼロを実

行してください。 

• 電源が最初に接続されるとき、オフセットが存在する可能性があります。T3CP プローブはプロ

ーブ内の温度変化によりドリフトが発生します。通常、オフセットを安定させるために 30 分のウ

ォームアップ時間を必要とします。30 分間ウォームアップしてからオフセットが存在する場合は

、Degauss/AutoZero ボタンを押して消磁/オートゼロを実行します。 

• T3CP プローブ周囲の温度変化を確認し、必要に応じて消磁/オートゼロを実行します。 

• センサーヘッド内に通した導体の位置により結果に誤差が生じる可能性があります。最高の精度

を得るには、 テスト対象の導体がセンサーヘッドの中央を通るようにしてください。 

• 測定を行うには、ロック解除マーカーが消えるまでオープニングレバーを押して完全にロックし

ます。センサーヘッドが 閉じていない場合、測定値は不正確になります。 

• 高周波ノイズ成分を含む回路の高電圧側を測定する場合、測定結果は高周波ノイズ成分の影響を

受ける可能性があります。オシロスコープに搭載されている帯域幅制限機能を使用して高周波ノ

イズを低減 するか、 回路の低電圧側で測定することを検討してください。 

• テスト対象の周波数により最大入力範囲(連続波)が変化します。プローブはその周波数で指定さ

れた最大電流を超えて動作すると損傷します。ディレーティング曲線を参照して、周波数に対す

る最大電流を確認してください。 

• 入力電流が最大入力範囲を継続的に超えると、プローブセンサーの保護機能が動作します。測定

を中止し、T3CP プローブを冷ましてください。プローブが冷却された後、測定を再開する前に

、消磁してゼロレベルになる事を確認します。 

• 保護機能は、被試験電流が最大規定入力を下回る場合でも、高温で作動する可能性があります。 

• 測定された電流入力が最大入力電流範囲を頻繁に超えると、電流プローブが損傷する可能性があ

ります。 

• プローブのセンサーヘッドを開くときは、必ずオープニングレバーで開いてください。センサー

ヘッドがロックされているときにセンサーヘッドを強制的に開くと、損傷する可能性があります

。 
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• BNC-BNC ケーブルを使用して、T3CP 電流プローブとオシロスコープを接続します。 

• T3CP プローブ付属の AC アダプタをコンセントに接続し、T3CP 電流プローブに接続します。電

流プローブに電源を入れると、レンジを示す緑色の LED が点灯します。 

• オシロスコープのセットアップ:オシロスコープのカップリングを GND に設定し、オシロスコー

プのチャンネルオフセットをゼロにしてから 、オシロスコープのカップリングモードを 1MΩ、

DC に設定します。 

• 測定する電流に応じて T3CP 電流プローブ範囲を選択します。T3CP プローブのデフォルト設定

では、より大きな電流設定が選択されます。 

消磁とオートゼロ 

• T3CP 電流プローブをオシロスコープに接続します(オシロスコープの入力インピーダンスが 1MΩ

、DC 結合に設定されていることを確認してください)。 

• センサーヘッドが空であることを確認し、ロックします。 

• Degauss/AutoZero ボタンを押して消磁とオフセットをゼロにします。プローブの消磁/オートゼ

ロが完了すると、正常に行われたことを示すためにビープ音が鳴ります。 

測定方法 

• オープニングレバーを操作して T3CP 電流プローブセンサーヘッドを開きます。測定する電流の

方向とセンサーヘッドの矢印の方向が合うようにケーブルを通します。注意として、なるべくケ

ーブルがセンサーヘッドの中心を通るように挿入してください。 

• T3CP 電流センサーヘッドを閉じてロックします。プローブのレンジに合うようにオシロスコー

プの減衰比を調整します。オシロスコープの画面でテスト対象の波形を観察します。最適な波形

になるようにオシロスコープの感度設定を調整します。 

この部分を押して開いて 

はいけません 

ロック状態でこの部分を引き 

上げてはいけません。 

ロック 

ロック 
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• オシロスコープで単位の変更が可能ならば、チャンネルの単位を V から A に変更します。 

微小電流の測定 

T3CP100-30 の最低測定可能電流の仕様は 1mA です。以下は実際に 5mA 程度の振幅を持つ信号を測

定した結果です。ノイズ成分は帯域制限フィルタをかけない状態で 300uArms 程度あり注意が必要で

す。 

 

次はオシロスコープに搭載された 20MHz のフィルタを通した波形です。かなりの改善は見られますが

、それでもノイズの影響を受けることに注意してください。 
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お手入れとメンテナンス 

プローブとケーブルの外側は、水またはイソプロピルアルコールで湿らせた柔らかい布を使用して清

掃してください。研磨剤、強力な洗剤、またはその他の溶剤を使用すると、プローブが損傷する可能

性があります。 

 

注意：プローブケースは密閉されていないため、液体に浸さないでください 
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よくある質問とヒント 

• T3CP 電流プローブは、Teledyne LeCroy および Teledyne Test Tools 以外のブランドのオシロス

コープで動作しますか? 

T3CP 電流プローブは、BNC 入力コネクタと DC1MΩ の入力カップリングを備えたオシロスコ

ープであればどのオシロスコープでも動作します。T3CP プローブの電源もオシロスコープに

依存しない AC アダプタが付属しています。 

• T3CP 電流プローブは小電流を測定できますか? 

はい。T3CP シリーズの各電流プローブは、レンジを切り替えることが可能です。電源投入直

後は高い電圧レンジに設定されますが、コントロールボックスの Range ボタンを押すと、低

電流用のレンジに切り替えることが可能です。各電流プローブのレンジ、および測定可能な最

小電流は、仕様を参照してください。小電流を測定するときは、30 分以上のウォームアップ

時間を設けてから Degauss/AutoZero ボタンを押してオフセットを調整します。またプローブ

のハンドグリップの位置は変更しないでください。最も感度の高い最小の電流波形を観察する

には、干渉とノイズを除去するためにオシロスコープの帯域制限フィルタを 20MHz に設定し

てください。非常に小さな電流(たとえば、数 mA)を測定する場合、センサーヘッドにケーブ

ルを数回ループさせて電流量を増やします。その結果をループ数で割って実際の電流値を得る

ことができます。 

• T3CP の出力が正しくありません。何か考えられる問題点はありますか? 

オシロスコープの入力インピーダンスが 1MΩ に設定されていることを確認してください。オ

シロスコープの入力チャンネルが DC カップリングに設定され、正しい減衰比にオシロスコー

プが設定されているかを確認してください。プローブの消磁/オートゼロを実行してください。 

オシロスコープのカップリングを GND に設定し、オフセットがないことを確認してください

。測定を行うときは、オープニングレバーを確認し、センサーヘッドが確実にロックされてい

るか確認してください。 

• 測定を行うときは、周波数に対して入力可能な最大電流を示すディレーティングカーブを確認し

て、示される値を超えないようにしてください。ディレーティングカーブを超える電流が入力さ

れると、プローブが損傷する可能性があります。 

• 正確に測定するには、プローブの消磁/オートゼロを実行し、センサーヘッドが確実にロックされ

ていることを確認してください。 

• オシロスコープの入力インピーダンスは常に 1MΩ に設定してください。 

• 可能であれば、プローブは変圧器やその他の磁気デバイスなどの干渉源から離して配置する必要

があります。 

• プローブに問題がある場合は、テレダイン・レクロイの修理窓口にお問い合わせください。 保証

が無効になるため、ユーザーはプローブを分解しないでください。 
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仕様 

測定仕様 

モデル T3CP30-50 T3CP30-100 T3CP50-50 T3CP150-12 T3CP500-5 

帯域幅(-3dB) DC – 50 MHz DC – 100 MHz DC – 50 MHz DC – 50 MHz DC – 5 MHz 

立ち上がり時間 < 7ns < 3.5ns < 7ns < 29ns < 70ns 

最大入力範囲

(連続波) 
30Arms 30Arms 50Arms 150Arms 500Arms 

最大ピーク電流 

(<10us) 
50A peak 50A peak 75A peak 300A peak 750A peak 

測定レンジ 5A 30A 5A 30A 7.5A 50A 30A 150A 75A 500A 

オーバーロード 
5A > 5A 5A > 5A 7.5A > 7.5A 30A > 30A 75A > 75A 

30A > 50A 30A > 50A 50A > 75A 150A > 300A 500A > 750A 

出力電圧 
5A 1V/A 5A 1V/A 7.5A 1V/A 30A 0.1V/A 75A 0.1V/A 

30A 0.1V/A 30A 0.1V/A 50A 0.1V/A 150A 0.01V/A 500A 0.01V/A 

オシロスコープ

減衰比設定 

5A ×1 5A ×1 7.5A ×1 30A ×10 75A ×10 

30A ×10 30A ×10 50A ×10 150A ×100 500A ×100 

最低測定可能電

流 

5A 1mA 5A 1mA 7.5A 1mA 30A 10mA 75A 10mA 

30A 10mA 30A 10mA 50A 10mA 150A 100mA 500A 100mA 

振幅精度(DC、 

45Hz – 66Hz) 

5A 
+1%+1

mA 
5A 

+1%+1m
A 

7.5A +1%+1mA 30A +1%+10mA 75A +1%+10mA 

30A 
+1%+10

mA 
30A 

+1%+10
mA 

50A 
+1%+10m

A 
150A +1%+100mA 500A +1%+100mA 

遅延時間 (1) 21ns 21ns 21ns 40ns 60ns 

(1) 遅延時間には、1m BNC ケーブルの 5ns が含まれます。他の長さの BNC ケーブルでは、異なる遅延

時間が発生します。 
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一般仕様 

モデル T3CP30-50 T3CP30-100 T3CP50-50 T3CP150-12 T3CP500-5 

測定可能導体径 
5mm 以下 20mm 以下 

センサーとコントロール

ボックス間のケーブル長 
1m 1.5m 

ターミナル負荷 オシロスコープ側入力インピーダンス ≧100 KΩ 

プローブヘッド寸法 176mm× 39.5mm× 18mm 174mm× 67.5mm× 30mm 

コントロールボックスの

寸法 
91.5mmX 40mmX 26.5mm 

電源 直流 12V / 1A (AC アダプタ付属) 

プローブ重量 235g 480g 460g 

オペレーティング温度と

湿度 

0 °C, - 40°C,  ≦80% rh 

貯蔵 

温度と湿度 

-10°C - 50°C,  ≦ 80% rh 

動作高度 2,000m 

保管高度 12,000m 

安全コンプライアンス EN61010-1:2010 + A1:2019、EN61010-2-032:2019 

EMC 規格 
EN61326-1:2013 

 

周波数特性、ディレーティングカーブ、挿入インピーダンス 

周波数特性は高レンジの場合の出力電圧の値を基準にしています。ディレーティングカーブは連続波

を入力した場合の定格です。挿入インピーダンスはテスト対象のケーブル/ DUT に追加されるインピ

ーダンスです。挿入インピーダンスは通常、低周波数で 1 ミリオーム以下、高周波でも通常 1 オーム

をはるかに超えません。 
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T3CP30-50 

⚫ 周波数特性 

  

⚫ ディレーティングカーブ 
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⚫ 挿入インピーダンス 

 

T3CP30-100 

⚫ 周波数特性 
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⚫ ディレーティングカーブ 

 

⚫ 挿入インピーダンス 
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T3CP50-50 

⚫ 周波数特性 

 

⚫ ディレーティングカーブ 
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⚫ 挿入インピーダンス 

 

T3CP150-12 

⚫ 周波数特性 
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⚫ ディレーティングカーブ 

 

⚫ 挿入インピーダンス 

 



 

25 

 

T3CP500-5 

⚫ 周波数特性 

 

⚫ ディレーティングカーブ 
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⚫ 挿入インピーダンス 

 

 



 

27 

 

製品の修理 

修理の必要が生じた製品は、テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社、または担当の代理店にご返却

ください。保証期間内の製品に関しては無償で修理いたします。保証期間を過ぎた製品に関しては、弊

社修理規定による修理費を請求させていただきます。 

 ご依頼は Web、または E-mail にて承ります。 

Web：http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html 

Email：lecroy.service.japan@teledyne.com 

製品番号と不良の内容をご確認ください。 

注意)保証期間は弊社販売履歴より判断します。 

 弊社サービス窓口 担当者よりご連絡させていただきます。 

お急ぎの方は、申し込み時のフォームにご記入の上、印刷した

ものを現品添付してご発送ください。 

 

 

 

 

 

お預かりしてから 1 週間以内に診断結果を報告します。有償修

理の場合は、合わせて見積書をご案内させていただきます。診

断が難航し見積書提出までに 1 週間以上を要する場合や症状が

表れていない時などにつきましても、1 週間以内に途中経過を

報告いたします。 

注意)見積書ご確認の際はお支払条件をご確認ください。弊

社販売代理店でも修理依頼を承ります。 

 見積書承認欄への署名や注文書を弊社へ頂いた時点で作業着手

となります。 

キャンセルの場合、診断料や送料を含む費用の請求はございま

せん。診断のため、分解していることがあり、復旧までにお日

にちをいただきます。 

 作業完了後、ご指定の場所へ返却いたします。お申し込み時に

E-mail アドレスをご記入いただきますと、納品時に発送伝票番

号をお知らせします。 

ご請求先と返却先が同じ場合、納品時に請求書を合わせてお送

りします。請求先が異なる場合や代理店を通して修理をご依頼

いただいている場合は、後日請求書を指定先にお送りします。 

修理校正のお申込み 

お預かり・発送 

診断及び見積のご案内 

キャンセル 作業着手 

作業完了～納品 

http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html
mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
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【その他ご連絡先、および御依頼品の送り先】 

テレダイン・レクロイ・ジャパン株式会社 サービスセンター 

〒183-0006 東京都府中市緑町 3-11-5 芳文社府中ビル 3F 

TEL: 042-402-9401  FAX: 042-402-9583 

E-mail:  lecroy.service.japan@teledyne.com 

【修理を依頼する前にご確認いただきたい情報】 

・型式、シリアル番号(プローブヘッド背面に印刷) 

・症状 

・現象を再現させるために必要な条件 (弊社で現象確認できない場合、そのまま返却しま

す。) 

・発生頻度 

 

mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
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保証 

本製品はお客様に納入した時点から1年間、仕様範囲内における通常の使用および操作に対して保証さ

れています。予備部品、交換部品、および実施した修理に対する保証はすべて90日です。 

保証期間内修理とは、このオプションでレクロイは修理又は正規サービスセンター又はカストマサービ

ス部門に保障期間内で戻された部品で交換を行います。しかし、これはレクロイの試験により不良であ

ると確認された製品に限り行われます。また。その不良が誤用や注意を怠っている場合、異常な取り扱

い、正規サービスではない者による改造や修理に起因するものは除かれます。 

レクロイ社のサービスセンター等に製品を返送する際の送料や保険料はお客様の負担とします。保証対

象の製品を送付するときの送料はレクロイ社が前払いいたします。 

下記の保証条項は、明示的または暗黙的を問わず、他の一切の保証条項（特定の用途や商用性・適応性

に関する保証を含む。それらに限定されない）よりも優先されます。レクロイ社は、契約に明記されて

いるかどうかに関わらず、一切の間接損害、実害、偶発的損害、直接損害に関する責任を負いません。 
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安全性評価 

プローブ指定 1 Type D 

測定 カテゴリ 2 O (その他) 

安全電圧定格 3 完全に絶縁された導体にのみ使用してください 

汚染度 4 2 

定義(IEC / EN 61010-2-032:2019 に準拠) 

1. タイプ D 電流プローブは、絶縁した導体の周りに取り付け、または取り外しするような設計され

たセンサーです。 

2. O は、主電源に直接接続することを意図していない他の回路を指します。測定カテゴリ II、III、ま

たは IV 内の測定値は評価されていません。 

3. 非絶縁導体の測定には対応していません。 

4. 汚染度 2 は、通常は乾燥した非導電性汚染のみが発生する動作環境を指します。結露による一時

的な導電性が期待できます。 
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適合規格 

テレダイン・レクロイは、公開時点で以下の基準に準拠していることを証明します。現時点での認証 に

ついては、納品時に製品に付属する EC 適合宣言文書を参照してください。  

EC 適合宣言書-EMC  

本プローブは電磁環境両立性に関する EC 指令 2014/30/EC に適合します。本製品は、欧州共同 体の公

式ジャーナルに記載されている以下の仕様に適合します。 

 IEC/EN 61326-1:2013 電子計測、制御、実験室使用機器への EMC 要件 1  

電磁エミッション：  

IEC/EN 55011/A1:2010 放射および伝導エミッション、グループ 1、クラス A 2 3 

 電磁イミュニティ：  

IEC/EN61000-4-2:2009 静電気放電、4kV 接触、8kV 空間、4kV 垂直/水平カップリングプレーン 4 

IEC/EN61000-4-3/A2:2010 RF 放射電磁界、3V/m, 80-1000MHz; 3V/m, 1400MHz-2GHz; 1V/m, 

2GHz-2.7GHz  

EN 61000-4-8:2010 電源周波数磁界、3 A / m、50 Hz;3 A/m, 60 Hz 

1 該当する全ての EMC 規格への準拠を確実にするために、高品質のシールド付きインターフェースケーブルを使用する必 要が

あります。  

2 本製品は住宅地以外のエリアでの使用のみを想定しています。住宅地での使用には電磁波障害を引き起こすことがあります。  

3 本プローブが試験対象物に接続されている場合、この規格で要求されるレベルを超えてエミッションが発生する場合がありま

す  

4 それぞれの規格の性能基準”B”限度に合致：変動中、製品は一時的な機能悪化あるいは、機能または性能喪失を受けるが自動的

に復帰。 

欧州連絡先：* 

Teledyne LeCroy Europe GmbH  

Im Breitspiel 11c  

D-69126 Heidelberg  

Germany  

Tel:(49) 6221 8270 

• オーストラリアおよびニュージーランド 

本プローブはオーストラリアの通信およびメディア局（ACMA）により規定された要件に従って以

下の規格ごとに電波通信法の EMC 規定に適合しています： 

AS/NZS CISPR 11:2011 放射および伝導、グループ１、クラス A 
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• オーストラリア／ニュージーランド連絡先:*  

RS Components Pty Ltd. 
Suite 326 The Parade 
West 
Kent Town, South 
Australia 5067 

RS Components Ltd. 
Unit 30 & 31 Warehouse World 
761 Great South Road 
Penrose, Auckland, New 
Zealand 

*最新の連絡先情報については、teledynelecroy.com/support/contact をご覧ください。 

EC 適合宣言書 - 低電圧 

本製品は製品安全性に関する EC 指令 2014/35/EC に適合します。本製品は、欧州共同体の公式ジャー

ナルに記載されている以下の仕様に適合します。 

IEC/EN 61010-031:2015 電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件 － パート 031 :電子計測

および試験の為のハンドヘルド・プローブ・アッセンブリの安全要件 
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環境適合 

使用済み機器の取り扱い  

本器には、電気・電子機器廃棄物（WEEE）およびバッテリに関する指令 2012/19/EC へ

の欧州連合の要件に準拠していることを示す記号が付いています。 

本機器は国や地域によって異なる廃棄・リサイクル規制の対象となります。 多くの国で

は一般的な廃棄物として電子機器を廃棄することを禁じています。お客様の Teledyne 

LeCroy 製品の適切な処分とリサイクルの詳細につきましては teledynelecroy.com/recycle 

をご参照ください。 

 

有害物質規制(RoHS) 

本機器とアクセサリは 2011/65/EU RoHS2 指令に準拠しています。ただし工業用監視/制御機器として

分類されているため(項目 3、段落 24 による）および 2017 年 7 月 22 日まで免除されます。（項目 4、

段落 3 による） 

 

中国 RoHS 2 

特に指定がない限り、すべての材料とプロセスは中国 RoHS 2 の最新要件に準拠しています。機器に含

まれる有害物質は、規格 SJ / T 11364-2014(電子および電気製品における有害物質のトリクト使用のた

めのマーキング)および GB / T 26572-2011(電気および電子製品中の特定の制限物質の濃度制限に関す

る要件)に従って開示されています。機器には、適切な環境フレンドリー使用期間(EFUP)記号が付いて

います。梱包材には、適切なリサイクルラベルが含まれています。以下の物質開示表(中国語と英語)は

、必要なコンプライアンス情報を提供します。 
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